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                   平成 20年 12 月６日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

 

 

 

 

 
 
 
 
先駆的なコミュニティ・ビジネス（CB）、市民社会組織（CSO）を表彰 

「ＣＢ・ＣＳＯアワードおおさか 2008」受賞団体決定！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１．ＣＢ・ＣＳＯアワード 2008 受賞団体 

 

【大 賞】 

団体名 株式会社マイファーム(大阪府高槻市） 

代表者名 西辻 一真 

事 業 地域交流を深める新しい場所「体験農園マイファーム」の普及 

事業の概要

と受賞理由 

耕作放棄地を体験農園として復活させ、農地オーナーとともに、

植え付けから収穫まで一連の農作業を、イベントなども交えて

楽しむ農業体験事業。耕作放棄地問題や食の安全・食育への関

心が高まるなか、高い専門知識をもった 20 代の会社創設メンバ

ーが、広範囲で事業展開している点が評価された。 

 

【お問合せ先】 
大阪商工会議所地域振興部 中野・中村  
(０６（６９４４）６３２３ 
０９０－９１１１－４３７９（中野） 

大阪商工会議所と大阪 NPO センターが今年度創設した「ＣＢ・ＣＳＯアワー

ドおおさか」の受賞団体が決定しました。 

本アワードは、地域や社会の課題解決に取り組むコミュニティ・ビジネス（CB）

や市民社会組織（CSO）の先進的な事業活動を表彰するものです。 

魅力的で質の高い取り組みが多数寄せられた中、「大賞」には、株式会社マイ

ファーム（地域交流を深める新しい場所「体験農園マイファーム」の普及）を

選出、そのほか「優秀賞」２者、「奨励賞」３者を選出いたしました。 

本日、書類審査による一次選考を通過した６者による公開プレゼンテーショ
ンを実施、審査を経て表彰先を決定しました。 

記者配布資料 
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【優秀賞】 

団体名 特定非営利活動法人 エクスクラメーション・スタイル 

（京都府八幡市） 

代表者名 田中 純輔 

事 業 障害者就労訓練施設が、地域の小規模飲食店舗の下調理を受託

するセントラルキッチンを担う社会貢献型食品加工・流通シス

テムの構築 

事業の概要

と受賞理由 

飲食店舗における毎日の仕込作業を、障害者の就労訓練事業と

して請負う事業。障害者や就労支援施設の強みや特性を活かし

ながら、飲食店舗のオリジナリティは損なわず負担を軽減する

という、双方のニーズをうまく組み合わせたビジネスモデルが、

障害者の新たな職域開拓につながるとして評価された。 

 

 

【優秀賞】 

団体名 特定非営利活動法人 ASU の会（堺市南区） 

代表者名 柴田 美治 

事 業 家庭の廃食油を回収し、BDF に再生することにより、地域の環

境改善に取組む事業 

事業の概要

と受賞理由 

家庭からの廃食油を小地域単位で回収し、大阪府立大学と独自

開発したコンパクト型製造装置によりバイオディーゼル燃料

（BDF）に再生、それを行政車両などに利用する、地域内資源循

環事業。地域の元気なシニアが豊富な知識や経験を発揮するコ

ミュニティ・ビジネスとして、他地域のモデルにもなる点が評

価された。 
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【奨励賞】 

団体名 コミュニティスペースＰＥＣＯ運営委員会(大阪府柏原市) 

代表者名 橋本  貴 

事 業 大学生による地域の活性化・地域の居場所事業コミュニティス

ペースＰＥＣＯ 

事業の概要

と受賞理由 

商店街の空き店舗を活用し、大学生を中心に、週 3 回開室する

ほか、月 1回のイベントや週 1回の教室、公園あそび出前事業、

遠足・キャンプ事業等を展開する地域の居場所づくり事業。活

発な事業活動により多くの利用者を獲得、着実に地域に根づい

ている点、また大学生が地域の関係を結びなおしている点が評

価された。 

 

【奨励賞】 

団体名 特定非営利活動法人 地域環境デザイン研究所 ecotone 

(京都市中京区） 

代表者名 太田 航平 

事 業 お祭り／イベントにおける環境対策支援事業 

事業の概要

と受賞理由 

お祭りやイベント等における、「ごみの減量相談・提案」、繰り

返し洗って使える「リユース食器のレンタル・洗浄」事業。 

「リユース」の認知度が低く経済的に成立しにくいなか、年間

100 を超える大小さまざまな催しで実践し、リユースマーケッ

トを創造した点が評価された。 

 

【奨励賞】 

団体名 特定非営利活動法人 日本クリニクラウン協会（大阪市港区） 

代表者名 後藤 英司 

事 業 インターネットクリニクラウン（臨床道化師） for children 

事業の概要

と受賞理由 

退院後も自宅療養で闘病している子どもたちが自由にクリニク

ラウンにふれあう機会として、インターネットを活用したコメ

ディライブの発信と、WEB カメラによる双方向コミュニケーシ

ョン事業。 

クリニクラウンの養成派遣事業というオリジナリティの高さと

これまでの実績をもとに、新たな事業展開が行われている点が

評価された。 
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２．実施概要 

○主  催：大阪商工会議所・特定非営利活動法人大阪 NPO センター 
○募集期間：平成 20 年 10 月７日～11 月 10 日 
○応募件数：37 件 
○対  象：近畿 2 府 5 県内に活動拠点があり、かつ主な活動地域としている

団体 
○表  彰：大 賞・１団体・50 万円 

優秀賞・２団体・30 万円 
奨励賞・３団体・10 万円 

○審  査：「ＣＢ・ＣＳＯアワードおおさか選考委員会」（委員長：出口正之・

国立民族学博物館教授）による一次選考（書類審査）、二次選考（面

接審査）により決定。 
○審査基準：事業内容の公益性、事業の企画実行力、地域活性化への貢献度・

波及効果等を審査。 
 

以  上 


